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一　

早
稲
田
大
学
史
と
大
隈
・
小
野
研
究

　

二
〇
一
六
年
度
、『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
の
本
格
化
や
、
諸
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
新

事
実
・
新
資
料
の
発
掘
・
確
認
が
大
い
に
進
展
し
た
。
ま
た
、「
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
学
史
に

関
す
る
知
見
を
大
い
に
広
め
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
誌
に
は
、
そ
れ
ら
の
豊
か
な
成
果
の
一
端
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
年
前
（
二
〇
一
四
年
）
の
こ
の
巻
頭
文
で
、
私
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
た
（
第
四
五
巻
掲
載
）。

こ
の
講
座
を
通
じ
て
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
の
は
、
早
稲
田
側
に
は
、
学
生
が
手
に
し
て
学
び
う
る
手
頃
な
本
、
紹
介
す
べ
き
参
考

文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
嘆
か
わ
し
い
事
態
で
あ
る
。
新
島
の
論
集
や
自
伝
は
岩
波
文
庫
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
慶
応

義
塾
の
福
沢
諭
吉
は
、
自
伝
や
著
作
・
論
集
が
岩
波
文
庫
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
し
、
手
に
し
得
る
多
数
の
出
版
物
が
あ
る
。
し

東
京
専
門
学
校
の
創
立
と
「
学
問
の
独
立
」

大
日
方　

純　

夫
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か
し
、
大
隈
重
信
・
小
野
梓
ら
の
事
績
や
言
説
を
、
学
生
ら
が
つ
ぶ
さ
に
、
あ
る
い
は
系
統
的
に
学
ぶ
よ
す
が
は
、
極
め
て
少
な
い
。

　

そ
れ
は
、
二
〇
一
三
年
夏
、
同
志
社
大
学
と
早
稲
田
大
学
の
連
携
講
座
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
夏
季
科
目
「
同

志
社
と
早
稲
田
を
結
ぶ
│
大
隈
重
信
と
新
島
襄
・
八
重
夫
妻
」
を
担
当
し
た
際
に
強
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
三
月
、
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
、『
大
隈
重
信
演
説
談
話
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、

岩
波
書
店
側
か
ら
大
隈
重
信
に
関
す
る
文
献
の
文
庫
本
化
の
打
診
が
あ
っ
て
、
ま
ず
、
大
隈
の
演
説
談
話
を
お
さ
め
た
文
庫
本
を
つ
く
る

こ
と
を
打
ち
合
わ
せ
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
い
る
。
企
画
・
構
成
は
私
が
担
当
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
早
稲
田
大
学
編
と
し
て
刊
行
す

る
こ
と
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
記
念
会
堂
の
建
設
工
事
の
た
め
、
合
同
卒
業
式
が
で
き
な
く
な
る
約
三
年
間
、
早
稲
田
大

学
校
友
会
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
全
学
部
の
卒
業
生
に
卒
業
記
念
と
し
て
配
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

刊
行
事
業
は
、
鎌
田
薫
総
長
を
委
員
長
と
し
、
文
化
推
進
担
当
の
李
成
市
理
事
、
十
重
田
裕
一
文
化
推
進
部
長
と
私
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
『
大
隈
重
信
演
説
談
話
集
』
刊
行
委
員
会
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
ち
ょ
う
ど

一
一
年
間
に
わ
た
っ
て
編
集
・
刊
行
し
て
き
た
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
一
一
巻
が
完
結
し
た
。
そ
こ
で
、
実
際
の
『
大
隈
重
信
演
説

談
話
集
』
の
編
集
作
業
は
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
集
に
あ
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
高
橋
央
・
星
原
大
輔
両
氏
の
参
加
を
得
て
す
す

め
た
。
こ
う
し
て
、
二
〇
一
六
月
三
月
、『
大
隈
重
信
演
説
談
話
集
』
は
完
成
を
み
て
、
岩
波
書
店
か
ら
岩
波
文
庫
と
し
て
一
般
に
刊
行

市
販
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
卒
業
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
庫
本
刊
行
を
う
け
て
、
二
〇
一
六
年
五
月
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
主
催
の
大
隈
祭
で
、
私
は
「
大
隈
重
信
は
何
を
語
っ

た
か
│
最
新
刊
『
大
隈
重
信
演
説
談
話
集
』
を
読
む
│
」
と
題
し
て
講
演
し
た
（
講
演
録
は
本
誌
に
掲
載
）。

　

一
方
、
二
〇
一
六
年
一
月
は
小
野
梓
が
世
を
去
っ
て
一
三
〇
年
目
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
小
野
が
開
設
し
た
東
洋
館
書
店
を
継

承
し
た
書
店
・
出
版
社
、
冨
山
房
の
創
業
一
三
〇
周
年
に
も
あ
た
る
。
私
は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
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ら
、
小
野
梓
に
関
す
る
書
物
を
創
業
一
三
〇
周
年
記
念
出
版
に
し
た
い
と
の
執
筆
依
頼
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
な
ん
と
か
冨
山
房

創
業
の
日
、
三
月
一
日
に
間
に
合
っ
て
、『
小
野
梓　

未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
て
二
〇
一
六
年
三
月
、
と
も
か
く
も
大
隈
と
小
野
に
関
す
る
二
つ
の
書
籍
が
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
は
、
大
隈
記
念
室
の
展
示
資
料
を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
新
資
料
を
加
え
た
『
図
録　

大
隈
重
信
の
軌
跡
』

を
本
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
刊
行
し
た
。
ま
た
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
完
成
を
う
け
て
、
本
誌
前
巻
（
第
四
七
巻
）
に
は
、
編
纂
の
成

果
と
意
義
に
関
す
る
論
文
を
掲
載
し
、
本
巻
に
は
完
成
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
掲
載
し
た
。
大
隈
研
究
の
進
展
を
期
す
べ
き
条
件

と
気
運
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二　

二
種
類
の
小
野
梓
開
校
演
説

　

私
は
昨
年
発
行
の
本
誌
前
巻
で
、
早
稲
田
大
学
教
旨
に
ど
の
よ
う
な
歴
史
性
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
日
本
近
代
史
を
見
渡
し
な

が
ら
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
ロ
ン
グ
・
ス
パ
ン
で
早
稲
田
建
学
の
精
神
の
あ
り
よ
う
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。

　

早
稲
田
建
学
の
精
神
と
し
て
、つ
ね
に
顧
み
ら
れ
る
の
は
、一
八
八
二
年
一
〇
月
二
一
日
、東
京
専
門
学
校
の
開
校
式
で
小
野
梓
が
行
っ

た
演
説
（
以
下
、
開
校
演
説
）
で
あ
る
。
こ
の
開
校
演
説
は
、「
学
問
の
独
立
」
の
意
味
を
明
快
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
早
稲
田
大
学
の

建
学
理
念
に
か
か
わ
る
重
要
演
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
小
野
が
こ
の
演
説
を
行
っ
た
一
八
八
二
年
一
〇
月
時
点
に
焦
点
を
絞
っ

て
、
開
校
演
説
の
歴
史
的
な
構
造
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

開
校
演
説
の
全
文
は
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』（
以
下
、『
百
年
史
』）
に
も
、『
小
野
梓
全
集
』（
以
下
、『
全
集
』）
第
四
巻
に
も
収
録
さ
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れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
に
は
相
違
が
あ
る
。

　
『
百
年
史
』
は
『
内
外
政
党
事
情
』
に
掲
載
さ
れ
た
演
説
筆
記
の
全
文
を
採
用
し
て
お
り
、「
拍
手
」・「
喝
采
」・「
謹
聴
喝
采
」・「
謹
聴

謹
聴
拍
手
」・「
拍
手
大
喝
采
」
と
い
っ
た
聴
衆
の
反
応
が
、
随
所
に
（　

）
括
弧
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
日
の
会
場
の

様
子
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
以
下
、
筆
記
形
式
の
も
の
を
演
説
筆
記
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
『
内
外
政
党
事
情
』
は
、
小
野
を
中
心
と
す
る
鷗
渡
会
が
立
憲
改
進
党
の
機
関
紙
と
す
べ
く
発
行
し
た
新
聞
で
、
主
幹
は

山
田
一
郎
、
監
事
は
市
島
謙
吉
で
あ
る
。
創
刊
は
、
東
京
専
門
学
校
開
校
の
三
日
前
、
一
〇
月
一
八
日
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
全
集
』
は
、
小
野
が
自
ら
編
集
・
出
版
し
た
『
東
洋
論
策
』
第
一
冊
（
東
洋
館
書
店
、
一
八
八
五
年
五
月
）
を
そ
の
ま

ま
掲
載
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
た
め
、「
貨
幣
の
制
度
を
論
ず
」「
論w

外
交q

」「
論w

郵
便q

」「
輸
入
減
少
之
源
因
」「
東
京
専
門
学
校
」

の
五
編
と
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
全
集
』
が
小
野
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
最
終
版
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
編
集

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。演
説
筆
記
で
は
な
い
た
め
、聴
衆
の
反
応
は
記
載
さ
れ
ず
、「
論
」
文
的
な
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。以
下
、「
論
」

文
形
式
の
も
の
を
演
説
原
稿
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
演
説
原
稿
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
小
野
の
日
記
（『
全
集
』
第
五
巻
収
録
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
一
〇
月
一
日
・
二
日
・
八
日
・

九
日
・
一
〇
日
・
一
一
日
・
一
二
日
、「
外
交
論
」
を
執
筆
し
て
お
り
、
一
三
日
に
は
こ
れ
を
校
正
し
て
大
隈
に
見
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

さ
ら
に
校
正
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
一
四
日
、
明
治
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
立
憲
改
進
党
の
演
説
会
で
こ
れ
を
演
説
し
、
そ
の
翌
日
、

一
五
日
に
校
正
し
て
、
一
七
日
に
来
訪
し
た
山
田
一
郎
に
「
外
交
論
之
筆
記
」
を
渡
し
て
い
る
（
こ
の
「
外
交
論
」
は
二
〇
日
・
二
二
日
・
二

四
日
、『
内
外
政
党
事
情
』
に
掲
載
さ
れ
た
）。

　
「
外
交
論
」
の
執
筆
に
区
切
り
が
つ
い
た
と
み
ら
れ
る
一
四
日
、
小
野
は
「
教
育
論
」
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
日
記
に
は
、

二
一
日
の
「
東
京
専
門
学
校
開
校
之
演
説
之
料
」
と
す
る
た
め
だ
と
記
し
て
い
る
。
開
校
演
説
の
準
備
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
一
五
日
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は
改
進
党
の
月
次
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
小
野
は
大
隈
と
開
校
式
の
件
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
六
日
、
ま
ず
、
大

隈
を
訪
ね
て
相
談
（
内
容
は
不
明
）
し
た
後
、
諸
事
を
処
理
し
、
帰
宅
後
、「
東
京
専
門
学
校
開
校
之
詞
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
佐

藤
能
丸
氏
が
推
定
す
る
通
り
（『
近
代
日
本
と
早
稲
田
大
学
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）、
開
校
式
当
日
、
校
長
大
隈
英
磨
が
朗
読
す

る
た
め
の
「
開
校
之
詞
」
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。
つ
づ
い
て
一
七
日
・
一
八
日
に
は
「
教
育
論
」、
一
九
日
に
は
「
学
問
論
」
を
執
筆
し
た

と
日
記
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
小
野
自
身
の
開
校
演
説
の
準
備
で
あ
ろ
う
。
当
初
は
「
教
育
論
」
と
し
て
構
想
し
て
い

た
が
、
一
九
日
時
点
で
「
学
問
論
」
に
変
更
し
た
と
い
え
る
。
一
九
日
は
終
日
在
宅
し
て
「
学
問
論
」
を
執
筆
し
、
翌
二
〇
日
、「
学
問
論
」

を
校
正
し
た
後
、
大
隈
を
早
稲
田
の
別
邸
に
訪
ね
て
、
一
緒
に
開
校
準
備
を
し
て
い
る
。
仕
上
げ
た
演
説
原
稿
（「
学
問
論
」）
を
持
参
し

て
大
隈
に
示
し
、
そ
の
了
解
・
確
認
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
「
外
交
論
」
の
場
合
と
同
じ
流
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
大

隈
・
小
野
は
二
一
日
の
開
校
式
を
迎
え
た
（
周
知
の
よ
う
に
、
大
隈
は
開
校
式
そ
の
も
の
に
は
出
席
し
て
い
な
い
）。

　
『
東
洋
論
策
』
掲
載
の
も
の
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
聴
衆
の
状
況
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
用
字
・
用
語
に
も
『
内
外
政
党
事
情
』
掲
載

の
も
の
と
は
、
若
干
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
同
一
原
稿
で
あ
る
。

　
『
東
洋
論
策
』
の
冒
頭
に
は
、
小
野
自
身
に
よ
る
「
例
言
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
つ
ぎ
の
三
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①　

自
分
は
好
ん
で
時
事
を
論
じ
、
そ
の
た
び
に
必
ず
筆
記
す
る
の
で
、
次
第
に
原
稿
が
た
ま
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
編
集
し

て
「
東
洋
論
策
」
と
題
す
る
こ
と
に
し
た
。

②　

論
策
に
は
公
に
す
べ
き
も
の
が
す
で
に
多
く
、
ま
と
め
て
す
べ
て
を
刊
行
す
る
の
は
有
効
で
は
な
い
。
し
か
も
、
世
の
中
の
こ
と

は
、
時
を
追
っ
て
生
じ
、
自
分
の
論
も
こ
れ
に
従
っ
て
加
わ
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
逐
次
、
刊
行
し
、
こ
れ
を
集
め
て
こ
の
篇
を
大

成
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

③　

収
録
し
た
議
論
は
、
い
ず
れ
も
時
事
に
関
係
し
て
論
じ
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
、
当
時
の
事
情
を
略
記
し
て
、
読
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者
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。

　

各
演
説
冒
頭
の
小
野
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
貨
幣
の
制
度
を
論
ず
」
は
一
八
八
二
年
五
月
一
四
日
（
東
京
・
明
治
会
堂
）、「
論w

外
交q

」

は
同
年
一
〇
月
一
四
日
（
東
京
・
明
治
会
堂
）、「
論w

郵
便q

」
は
同
年
一
一
月
五
日
（
東
京
・
明
治
会
堂
）、「
輸
入
減
少
之
源
因
」
は
同
年

一
一
月
一
二
日
の
横
浜
・
港
座
で
の
演
説
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
立
憲
改
進
党
員
と
し
て
時
事
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
前
三
者
は
立
憲
改
進

党
の
演
説
会
で
小
野
が
担
当
し
た
演
説
）。
こ
れ
に
対
し
て
最
後
の
「
東
京
専
門
学
校
」
は
、
後
三
者
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
演
説
で
は
あ
る
が
、

他
と
は
趣
旨
が
違
っ
て
い
る
。
小
野
は
そ
の
冒
頭
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

明
治
十
五
年
十
月
廿
一
日
新
に
東
京
専
門
学
校
を
開
き
其
式
を
行
ふ
。
余
其
議
員
た
る
を
以
て
之
に
臨
み
斯
演
説
を
為
す
。
当
時
専

門
学
校
の
起
る
や
、
人
々
其
政
党
の
用
に
供
す
る
を
疑
ふ
。
然
れ
ど
も
其
実
は
然
ら
ず
。
大
隈
氏
実
に
我
邦
の
学
問
を
勧
む
る
の
微

意
を
以
て
之
を
創
し
、
毫
も
他
意
を
挟
ま
ず
。
而
し
て
余
の
熱
心
之
を
賛
同
す
る
も
亦
一
に
我
邦
学
問
の
独
立
を
謀
ら
ん
と
欲
す
る

に
在
り
。
故
に
此
機
に
乗
じ
て
之
を
弁
ず
。

　

演
説
か
ら
二
年
半
ほ
ど
た
っ
た
時
点
で
、
小
野
自
身
が
自
ら
の
演
説
原
稿
を
、
解
題
つ
き
で
刊
行
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
演
説
筆
記
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
小
野
の
演
説
筆
記
は
、
東
京
専
門
学
校
の
開
校
式
の
五
日
後
か
ら
、『
内
外
政
党
事
情
』

と
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
両
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
連
載
さ
れ
た
。『
内
外
政
党
事
情
』
に
は
、
一
〇
月
二
六
日
・
二
八
日
・
三
〇
日
と
一
一

月
一
日
、
四
回
に
わ
た
っ
て
「
演
説
筆
記
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
初
回
の
冒
頭
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

左
ノ
一
篇
ハ
小
野
梓
君
カ
本
月
廿（
マ
マ
）日
東
京
専
門
学
校
ノ
開
校
ニ
当
リ
演
説
セ
ラ
レ
タ
ル
所
ノ
筆
記
ニ
係
ル
盖
シ
本
篇
ハ
同
校
ノ
主
旨

ヲ
明
ニ
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
余
輩
ト
大
ニ
感
ヲ
同
フ
ス
ル
ア
ル
ヲ
以
テ
本
篇
ノ
終
ル
ヲ
俟
テ
為
メ
ニ
一
言
セ
ン
ト
欲
シ
先
ツ
本

篇
ヲ
茲
ニ
掲
ク
ト
云
爾

　
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
「
投
書
」
欄
に
も
、「
祝
東
京
専
門
学
校
開
校
」
と
題
し
て
、
一
〇
月
二
六
日
・
二
七
日
・
二
八
日
・
三
〇
日
の



7

四
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
投
書
を
掲
載
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
冒
頭
に
は
「
佐
藤
騫
」
名
で
つ
ぎ
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

左
ノ
一
篇
ハ
去
ル
二
十
一
日
東
京
専
門
学
校
開
校
ノ
節
同
校
ノ
議
員
小
野
梓
君
カ
演
説
サ
レ
シ
祝
詞
ノ
筆
記
ニ
シ
テ
大
ニ
世
ノ
士
気

ヲ
振
起
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
貴
社
ニ
投
ス
幸
ニ
余
白
ヲ
吝
ム
勿
レ

　

内
容
・
形
式
は
、『
内
外
政
党
事
情
』
掲
載
の
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
。『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
福
沢
諭
吉
門
下
の
慶
應
義
塾
系
の
人
々

が
発
行
し
て
い
た
立
憲
改
進
党
の
機
関
紙
的
新
聞
で
あ
り
、
そ
の
中
心
人
物
矢
野
文
雄
は
、
東
京
専
門
学
校
の
議
員
で
も
あ
っ
た
。
議
員

は
学
校
経
営
の
首
脳
で
あ
り
、
現
在
で
言
え
ば
理
事
に
あ
た
る
（
前
掲
佐
藤
能
丸
『
近
代
日
本
と
早
稲
田
大
学
』）。
発
刊
早
々
で
部
数
が
少
な

い
『
内
外
政
党
事
情
』
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
影
響
力
が
格
段
に
大
き
い
同
紙
を
活
用
し
て
、
東
京
専
門
学
校
の
存
在
を
広
く
社
会
に

発
信
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

演
説
の
翌
二
二
日
、
小
野
は
帰
宅
後
、「
祝
詞
」
に
校
正
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
「
祝
詞
」
が
『
内
外
政
党
事
情
』
と
『
郵
便
報
知
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
経
緯
を
小
野
の
日
記
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
外
交
論
之
筆
記
」
が
『
内
外
政
党
事
情
』
に

掲
載
さ
れ
た
事
情
か
ら
勘
案
す
る
と
、
開
校
演
説
に
つ
い
て
も
、
終
了
の
翌
二
二
日
、
小
野
が
筆
記
に
手
を
入
れ
、
こ
れ
が
二
三
日
か
二

四
日
、『
内
外
政
党
事
情
』
の
発
行
を
担
当
し
て
い
る
山
田
な
り
に
渡
さ
れ
て
、
同
紙
に
二
六
日
か
ら
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

推
測
が
な
り
た
つ
。
小
野
は
二
四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
二
泊
三
日
で
埼
玉
県
宝
珠
花
村
で
の
演
説
に
出
向
い
て
い
て
、
在
京
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
へ
の
投
稿
者
「
佐
藤
騫
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
、
判
然
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、『
内
外
政
党
事
情
』

に
掲
載
さ
れ
た
筆
記
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
小
野
か
ら
山
田
に
渡
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
筆
記
と
同
一
の
も
の
が
、
同
時
に
『
郵
便
報
知

新
聞
』
に
も
手
渡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
一
八
八
二
、
八
三
年
段
階
の
小
野
の
自
筆
草
稿
・
浄
書
稿
を
綴
じ
た
和
装
本
「
東
洋
遺
稿
」
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
祝
東
京
専
門
学
校
之
開
校
」
と
題
し
た
原
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
東
洋
著
作
」
の
用
箋
を
用
い
た
浄
書
に
、

小
野
が
自
筆
で
朱
字
の
補
正
を
加
え
て
い
る
。
内
容
は
『
内
外
政
党
事
情
』・『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
聴
衆
の
反
応

記
載
も
同
一
で
あ
る
。
両
紙
は
小
野
が
補
正
し
た
後
の
記
載
を
採
用
し
て
い
る
。
途
中
に
三
ヵ
所
、
区
切
り
と
お
ぼ
し
き
目
印
が
付
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
区
切
り
が
『
内
外
政
党
事
情
』
の
四
回
分
の
区
切
り
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
『
内
外
政
党
事
情
』
掲
載

の
た
め
の
演
説
筆
記
原
稿
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
原
稿
こ
そ
が
、
演
説
の
翌
二
二
日
に
校
正
し
た
当
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
冒
頭
一
行
目
、
タ
イ
ト
ル
の
下
に
記
さ
れ
た
「
小
野
梓
君
演
説
筆
記
」
の
文
字
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
外
交
論
」
の
場
合
、
演
説
翌
日
の
日
記
に
「
夜
校
外
交
論
。
課
書
生
」
記
さ
れ
て
お
り
、
演
説
終
了
後
の
「
外
交
論
」
に
小

野
が
手
を
入
れ
、
こ
れ
を
書
生
に
浄
書
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
開
校
演
説
に
つ
い
て
も
、
演
説
原
稿
か
ら

演
説
筆
記
へ
の
手
続
き
に
、
同
様
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三　

開
校
演
説
に
お
け
る
「
学
問
の
独
立
」
観
念

　

開
校
演
説
で
、
小
野
は
「
学
問
の
独
立
」
に
つ
い
て
、「
一
国
の
独
立
」
は
「
国
民
の
独
立
」
に
基
礎
を
お
き
、「
国
民
の
独
立
」
は
国

民
の
「
精
神
の
独
立
」
に
根
ざ
す
と
論
じ
、
さ
ら
に
「
国
民
精
神
の
独
立
」
は
「
学
問
の
独
立
」
に
よ
る
と
弁
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
国

を
独
立
」
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
民
を
独
立
」
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
「
精
神
を
独
立
」
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
「
学
問
を
独
立
」
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
流
れ
に
な
る
。「
独
立
」
が
国
家
・
国
民
・
精
神
・
学
問
と
い
う
四
つ
の
レ
ベ
ル
で

用
い
ら
れ
、
後
者
が
前
者
を
規
定
す
る
と
い
う
論
理
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
、
当
時
の
小
野
に
と
っ
て
、「
学
問
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の
独
立
」
追
求
の
課
題
は
、「
一
国
の
独
立
」
実
現
の
課
題
と
、
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

　

で
は
、「
一
国
の
独
立
」
を
め
ぐ
っ
て
、
小
野
は
、
当
時
、
ど
の
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
、
何
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
よ
く
示
す
の
が
、
開
校
演
説
の
原
稿
執
筆
に
先
立
っ
て
執
筆
し
て
い
た
「
論w

外
交q

」（「
外
交
を
論
ず
」）
で
あ
る
。
小
野
は
こ
れ
を
開

校
式
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間
前
の
一
〇
月
一
四
日
に
明
治
会
堂
で
演
説
し
て
い
た
（
前
述
）。
そ
の
問
題
観
が
開
校
演
説
の
問
題
観
を
規
定

し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
論w

外
交q

」
で
小
野
は
、
ト
ル
コ
の
例
を
引
き
な
が
ら
外
交
政
策
の
重
要
性
を
強
調
し
、
ト
ル
コ
の
失
敗
を
反
面
教
師
と
し
て
不
平

等
条
約
の
改
正
を
す
す
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
七
〜
一
八
ペ
ー
ジ
、
二
五
ペ
ー
ジ
）。
そ
こ
に
は
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
時
期
、
外
務
卿
井
上
馨
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
た
条
約
改
正
交
渉
に
対
す
る
批
判
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
は
こ
の

よ
う
な
西
洋
に
対
す
る
外
交
政
策
と
あ
わ
せ
て
、「
論w

外
交q

」
で
東
洋
に
対
す
る
外
交
政
策
に
も
言
及
し
て
い
る
。
日
本
と
清
の
間
の

疑
念
を
解
き
、日
本
と
朝
鮮
の
間
の
憤
怨
を
散
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。演
説
の
三
か
月
ほ
ど
前
、朝
鮮
で
反
政
府
・

反
日
の
暴
動
、
壬
午
軍
乱
が
お
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
を
め
ぐ
る
緊
張
が
高
ま
り
、
日
本
国
内
で
は
、
清
と
戦
え
、
朝
鮮

を
処
罰
せ
よ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
小
野
は
東
洋
の
大
局
を
あ
や
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し

て
い
た
。

　

開
校
演
説
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
弁
じ
て
い
る
（『
全
集
』
第
四
巻
、
四
七
ペ
ー
ジ
）。

今
の
時
に
当
て
紅
海
以
東
独
立
国
の
体
面
を
全
ふ
し
自
国
の
旗
章
を
揚
ぐ
る
も
の
、
寥
々
乎
と
し
て
暁
天
の
星
の
如
し
。
印
度
は
既

に
亡
び
て
英
国
に
属
し
、
爪
哇
は
其
制
を
荷
蘭
に
受
け
、
暹
羅
は
其
命
を
英
国
に
聴
き
、
近
時
安
南
も
亦
た
疲
れ
て
仏
蘭
西
に
帰
す

る
等
、
漠
々
た
る
亜
細
亜
大
陸
の
広
き
、
能
く
独
立
の
体
面
を
全
ふ
し
自
国
の
旗
章
を
翻
す
も
の
、
唯
我
と
支
那
と
あ
る
の
み
。

　

こ
れ
は
、「
論w

外
交q

」
の
一
節
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
（『
全
集
』
第
四
巻
、
二
三
ペ
ー
ジ
）。
今
、
ア
ジ
ア
で
独
立
の
体
面
を
全
う
し
て
い
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る
の
は
日
本
と
清
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
開
校
演
説
を
小
野
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
続
け
る
（『
全
集
』
第
四
巻
、
四
八
ペ
ー
ジ
）。

我
邦
の
如
き
は
、
現
時
条
約
の
改
正
す
べ
き
あ
り
、
日
・
清
・
韓
の
関
係
を
正
す
べ
き
あ
り
、
強
国
土
壌
を
接
し
て
我
が
隙
を
窺
ふ

あ
り
、
富
土
海
城
を
浮
べ
て
我
が
利
を
攘
ま
ん
と
欲
す
る
も
の
あ
り
。
其
国
勢
の
切
迫
す
る
、
決
し
て
安
静
の
時
に
非
ら
ざ
る
な
り
。

　

日
本
は
条
約
改
正
や
壬
午
軍
乱
の
処
理
な
ど
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
ま
た
、
強
国
が
す
き
を
狙
っ
て
い
る
か
ら
、
安
心
し
て
は
い

ら
れ
な
い
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
論w

外
交q

」
の
主
題
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
開
校
演
説
の
前
提
に
は
「
論w

外
交q

」

が
あ
り
、
二
つ
の
演
説
は
連
続
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
一
国
の
独
立
」
の
基
礎
と
な
る
「
学
問
の
独
立
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
島
善
高
氏
は
、
小
野
が
執
筆
し
た
「
施
政
の
要
義
」

の
中
に
、「
学
問
の
独
立
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（「
早
稲
田
大
学
「
教
旨
」
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四

二
巻
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
現
在
確
認
で
き
る
小
野
の
文
書
の
な
か
で
、「
学
問
の
独
立
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
文
書
が

最
初
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（『
全
集
』
第
五
巻
、
九
九
ペ
ー
ジ
）。

我
邦
学
問
の
独
立
せ
ざ
る
や
久
し
。
而
し
て
其
然
る
所
以
の
も
の
は
教
育
の
基
礎
未
だ
立
た
ざ
る
に
由
る
。
惟
ふ
に
学
問
の
独
立
は

一
国
独
立
の
根
本
な
り
。
故
に
我
党
は
文
部
の
全
力
を
竭
く
し
て
之
を
帝
国
の
大
学
に
用
ゐ
、
以
て
学
士
を
し
て
名
誉
と
実
益
と
を

併
有
す
る
を
得
し
め
、
終
生
身
を
学
科
に
委
し
所
謂
る
日
本
帝
国
の
学
問
な
る
も
の
を
興
起
す
る
を
得
し
め
ん
こ
と
を
期
す
。

　

こ
の
「
施
政
の
要
義
」
は
、
小
野
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
二
年
二
月
二
日
に
起
筆
し
、
大
隈
と
相
談
を
重
ね
な
が
ら
執
筆
し
た
う

え
で
、
六
日
に
浄
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
憲
改
進
党
の
宣
言
・
規
約
と
あ
わ
せ
て
（
一
体
の
も
の
と
し
て
）
起
草
さ
れ
て
い
る
。

　

小
野
は
開
校
演
説
の
な
か
で
、
大
隈
が
か
つ
て
、
要
旨
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
自
分
に
語
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

我
が
国
で
学
問
の
独
立
し
な
い
こ
と
は
久
し
い
。
い
ま
だ
に
学
問
が
独
立
し
な
い
の
は
、
学
者
に
「
名
誉
と
利
益
」
を
与
え
て
い
な
い
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か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
森
林
を
選
ん
で
皇
室
の
財
産
と
し
、
皇
室
は
そ
の
収
益
か
ら
天
下
の
学
者
に
与
え
、
終
生
、
学
問
の
蘊

奥
を
追
究
す
る
便
宜
を
得
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
問
を
独
立
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　

こ
の
大
隈
の
言
は
、「
施
政
の
要
義
」
の
中
で
小
野
が
言
及
し
て
い
る
「
学
問
の
独
立
」
の
と
ら
え
方
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
文
部
」（「
政
府
」）
の
措
置
と
し
て
、「
学
士
」（「
学
者
」）
に
「
名
誉
と
実
益
」（「
名
誉
と
利
益
」）
を
与
え
、「
学
問
」
研
究
の

振
興
・
支
援
を
は
か
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
隈
が
か
つ
て
「
学
問
の
独
立
」
に
つ
い
て
語
っ
た
と
小
野
が
開
校

演
説
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
施
政
の
要
義
」
執
筆
の
時
期
、
す
な
わ
ち
一
八
八
二
年
二
月
初
め
の
時
期
に
あ
た
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
「
施
政
の
要
義
」
で
は
、「
学
問
の
独
立
」
は
「
文
部
」
に
要
求
す
べ
き
政
党
の
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
開
校
演
説

で
も
、
大
隈
が
語
る
よ
う
な
「
学
問
の
独
立
」
実
現
の
方
法
、
す
な
わ
ち
皇
室
を
支
援
し
て
「
天
下
の
学
者
」
を
「
優
待
」
す
る
の
は
内

閣
諸
君
の
責
任
だ
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
専
門
学
校
が
担
う
べ
き
「
学
問
の
独
立
」
の
た
め
の
課
題
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

こ
と
に
な
る
。
小
野
は
、
大
隈
の
「
学
問
の
独
立
」
発
言
を
受
け
つ
つ
も
、
内
容
的
に
は
別
途
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

外
国
の
文
書
・
言
語
に
よ
っ
て
我
が
子
弟
を
教
授
し
、
こ
れ
に
依
ら
な
け
れ
ば
高
尚
の
学
科
を
教
授
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
学
者

が
講
義
す
る
障
礙
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
学
問
の
独
立
を
は
か
る
所
以
で
は
な
い
と
主
張
し
、
在
野
の
我
々
が
担
う
べ
き
責
任
は
、
こ

の
障
礙
を
除
い
て
学
者
が
学
問
の
実
体
を
講
ず
る
便
宜
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
邦
語
教
育
の
推
進
を
東
京
専
門

学
校
の
特
色
と
し
て
打
ち
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
学
問
の
独
立
」
に
貢
献
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
学
問
の
独
立
」
を
「
一
国
の
独
立
」
へ
と
媒
介
す
る
の
は
、「
精
神
の
独
立
」・「
国
民
の
独
立
」
で
あ
る
。
で
は
、
小
野
は
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
八
二
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
、
小
野
は
立
憲
改
進
党
の
主
義
・
主
張
を
党
員
・

支
持
者
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
（『
全
集
』
第
三
巻
「
解
題
」）、「
余
が
政
事
上
の
大
主
義
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
野
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の
主
義
と
立
憲
改
進
党
の
主
義
主
張
と
の
関
連
性
を
示
す
重
要
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
小
野
は
、
教
育
に
よ
っ
て
青
年
に
「
活
潑

有
為
の
気
象
」
を
養
う
こ
と
は
、
政
治
家
が
つ
と
め
る
べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
姑
息
の
輩
」
が
少
年
・
青

年
た
ち
の
「
活
潑
敢
為
の
気
象
」
を
嫌
っ
て
「
人
間
の
精
神
を
死
物
」
と
同
じ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
そ
の

際
に
小
野
が
批
判
を
向
け
て
い
る
の
は
、「
宋
儒
の
学
問
」、
つ
ま
り
儒
学
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
論
理
・
論
法
・
語
法
は
、
開
校
演
説

の
一
節
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
余
が
政
事
上
の
大
主
義
」
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
（『
全
集
』
第
三
巻
、
一
七

一
〜
一
七
二
ペ
ー
ジ
）。

余
は
本
来
帝
国
の
教
育
未
だ
そ
の
基
を
堅
く
せ
ず
、
為
め
に
学
問
の
独
立
せ
ざ
る
を
歎
慨
す
る
も
の
な
れ
ば
、
今
後
益
々
教
育
の
規

模
を
快
闊
広
大
に
し
、
以
て
我
が
自
主
独
立
の
精
神
を
暢
達
せ
ん
こ
と
を
冀
望
す
る
や
深
し
。

　

こ
う
し
て
、「
余
が
政
事
上
の
大
主
義
」
の
な
か
で
、
小
野
は
「
学
問
の
独
立
」
に
よ
っ
て
教
育
の
発
展
・
展
開
を
は
か
り
、
大
い
に
「
自

主
独
立
の
精
神
」
を
養
成
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
一
八
八
二
年
一
〇
月
の
開
校
演
説
の
「
学
問
の
独
立
」
観
念
は
、
小
野
に
と
っ
て
、
彼
が
当
面
し
て
い

た
政
治
上
・
外
交
上
の
課
題
と
密
接
に
連
動
し
て
い
た
。「
学
問
の
独
立
」
の
基
本
は
人
づ
く
り
に
あ
り
、「
活
潑
有
為
の
気
象
」
と
「
自

主
独
立
の
精
神
」
の
養
成
こ
そ
が
大
切
だ
と
彼
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。


